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１ 土地利用基本計画の構成

土地利用基本計画は、次の事項を内容とする土地利用基本計画図（以下「計画図」

という。）と土地利用基本計画書（以下「計画書」という。）により構成されてい

ます。

計画図は、国土利用計画法第９条第２項に規定された五地域の範囲を図面表示し

たものであり、計画書は、これらの地域の土地利用の調整等に関する事項を文章表

示したものです。

２ 土地利用基本計画図

(1) 計画図

計画図は、縮尺５万分の１の図面５葉をもって１組としました。

なお、参考図として総括図（縮尺２０万分の１）を併せて作成しました。

(2) 計画図の作成

計画図は次により作成したものです。

ア 地域区分

計画図には、次に掲げる五地域に対応した個別規制法に基づく地域・区域等

で、既に指定されているもの及び指定が速やかに行われる見込みのものについ

て配慮し、表示しました。

① 都市地域

一体の都市として総合的に開発し、整備し、及び保全する必要がある地域

であり、都市計画法第５条により都市計画区域として指定されることが相当

な地域

② 農業地域

農用地として利用すべき土地があり、総合的に農業の振興を図る必要があ

る地域であり、農業振興地域の整備に関する法律第６条により農業振興地域

として指定されることが相当な地域

③ 森林地域

森林の土地として利用すべき土地があり、林業の振興または森林の有する

諸機能の維持増進を図る必要がある地域であり、森林法第２条第３項に規定

する国有林の区域または同法第５条第１項の地域森林計画の対象となる民有

林の区域として定められることが相当な地域

④ 自然公園地域

優れた自然の風景地で、その保護及び利用の増進を図る必要がある地域で
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あり、自然公園法第２条第１号の自然公園として指定されることが相当な地

域

⑤ 自然保全地域

良好な自然環境を形成している地域で、その自然環境の保全を図る必要が

ある地域であり、自然環境保全法第22条及び群馬県自然環境保全条例第12条

により自然環境保全地域として指定されることが相当な地域

イ 参考表示

五地域の土地利用規制に直接的に関連する次の地域・地区等は、その指定の

範囲を参考として表示しました。

① 都市地域における参考表示

(ｱ) 市街化区域 都市計画法第７条第１項により定められた区域

(ｲ) 市街化調整区域 都市計画法第７条第１項により定められた区域

(ｳ) 用途地域 市街化区域及び市街化調整区域の区分のない都市計

画区域で、都市計画法第８条第１項第１号により定

められた区域

② 農業地域における参考表示

(ｱ) 農用地区域 農業振興地域の整備に関する法律第８条第２項第１

号により定められた区域

③ 森林地域における参考表示

(ｱ) 国有林 森林法第２条第３項による国有林の区域

(ｲ) 地域森林計画対象民有林

森林法第５条第１項による地域森林計画に係る民有

林の区域

(ｳ) 保安林 森林法第25条第１項並びに第25条の２第１項及び第

２項により定められた保安林の区域

④ 自然公園地域における参考表示

(ｱ) 特別地域 自然公園法第20条第１項により定められた地区

(ｲ) 特別保護地区 自然公園法第21条第１項により定められた地区

⑤ 自然保全地域における参考表示

(ｱ) 特別地区 自然環境保全法第25条第１項及び群馬県自然環境保

全条例第15条第１項により定められた区域

(3) 図面表示の方法

五地域及び参考表示の地域・区域等については、幅が100ｍ（図面上２㎜）以

上または、一団の区域面積が１ha（図面上４㎟）以上のものを表示しました。
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３ 土地利用基本計画図地域区分別面積

(1) 五地域区分の面積

区 分 面 積（ｈａ） 割 合（％）

都 市 地 域 １９３，８８９ ３０．５

五 農 業 地 域 ３２７，３４０ ５１．４

地 森 林 地 域 ４２４，５５０ ６６．７

域 自 然 公 園 地 域 ８９，３３３ １４．０

自 然 保 全 地 域 ７，６４５ １．２

計 １，０４２，７５７ １６３．９

白 地 地 域 １，６７１ ０．３

合 計 １，０４４，４２８ １６４．２

県 土 面 積 ６３６，２３３ １００．０

注１：県土面積は、平成23年10月１日現在の国土地理院公表の県土面積である。

注２：五地域区分の面積は、土地利用基本計画上で計測したものである。
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(2) 五地域の重複状況別面積

区 分 面積（ｈａ） 割合（％）

（都） ４３，５４６ ６．８

重 （農） ６２，７４５ ９．９
複
の （森） １６８，３５２ ２６．５
な
い （公） １５０ ０．０
地
域 （保） １０ ０．０

計 ２７４，８０３ ４３．２

（都）と（農） １００，４７８ １５．８

（都）と（森） １６，１８７ ２．５

（都）と（公） １６５ ０．０

（都）と（保） － －

（農）と（森） １１３，５３８ １７．８

重 （農）と（公） ２，８８７ ０．５

（農）と（保） ２ ０．０

（森）と（公） ７０，６７８ １１．１
複

（森）と（保） ７，４６３ １．２

（都）と（農）と（森） ３２，７３８ ５．２

地 （都）と（農）と（公） ２３ ０．０

（都）と（農）と（保） ６ ０．０

（都）と（森）と（公） ５１９ ０．１
域

（都）と（森）と（保） １５２ ０．０

（農）と（森）と（公） １４，８４８ ２．３

（農）と（森）と（保） － －

（都）と（農）と（森）と（公） ６３ ０．０

（都）と（農）と（森）と（保） １２ ０．０

計 ３５９，７５９ ５６．５

白 地 地 域 １，６７１ ０．３

県 土 面 積 ６３６，２３３ １００．０

注：（都）は都市地域、（農）は農業地域、（森）は森林地域、（公）は自然公園地域、

（保）は自然保全地域を示す。
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(3) 参考表示の地域・地区等の面積

地 域 ・ 地 区 等 面積（ｈａ） 備 考

（都市地域）

市街化区域 ２６，０２１ 平成24年１月１日現在

市街化調整区域 ６８，５７２ 〃

その他都市計画区域における用途地域 ７，５６８ 〃

（農業地域）

農用地区域 ６８，６７４ 平成23年12月31日現在

（森林地域）

国有林 １９５，９７６ 平成23年３月31日現在

地域森林計画対象民有林 ２２８，５９１ 〃

保安林 ２３１，３７１ 〃

（自然公園地域）

特別地域 ３９，４３４ 平成23年３月31日現在

特別保護地区 ９，６１４ 〃

（自然保全地域）

特別地区 ５，６６８ 平成23年３月31日現在

注１：面積は、個別規制法担当課の資料による。

注２：保安林の面積は、国有林及び地域森林計画対象民有林の面積の内数である。
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４ 五地域区分の重複する地域における土地利用に関する調整指導方針

〔凡例〕

× 制度上または実態上、原則として重複しません。

← 相互に重複している場合は、矢印方向の土地利用を優先します。

○ 相互に重複している場合は、両地域が両立するよう調整を図ります。

① 土地利用の現況に留意しつつ、農業上の利用との調整を図りながら都市的な利用を認めます。

② 原則として都市的な利用を優先しますが、都市及びその周辺の森林については、良好な生活

環境を確保するため、積極的に緑地としての保全及び整備を図ります。

③ 森林としての利用の現況に留意しつつ、森林としての利用との調整を図りながら都市的な利

用を認めます。

④ 原則として農用地としての利用を優先しますが、農業上の利用との調整を図りながら森林と

しての利用を認めます。

⑤ 森林としての利用を優先しますが、森林としての利用との調整を図りながら農業上の利用を

認めます。

⑥ 自然公園としての機能をできる限り維持するよう調整を図りながら都市的利用を図ります。
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５ 県内地域区分図

地域の名称 市 町 村

中 部 地 域 前橋市、伊勢崎市、渋川市、榛東村、吉岡町、玉村町

(６市町村)

西 部 地 域 高崎市、藤岡市、富岡市、安中市、上野村、神流町、

(９市町村) 下仁田町、南牧村、甘楽町

吾 妻 地 域 中之条町、長野原町、嬬恋村、草津町、高山村、東吾妻町

(６ 町 村 )

利根沼田地域 沼田市、片品村、川場村、昭和村、みなかみ町

(５市町村)

東 部 地 域 桐生市、太田市、館林市、みどり市、板倉町、明和町、

(９ 市 町 ) 千代田町、大泉町、邑楽町
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６ 土地利用基本計画策定（変更）の経緯

計画（暫定）策定 昭和50年４月30日 第2 6回変更 平成７年３月31日

見 直 し 変 更 昭和55年10月６日 第27回 〃 平成７年５月30日

第 １ 回 変 更 昭和56年３月31日 第28回 〃 平成７年７月18日

第２回 〃 昭和56年12月３日 第29回 〃 平成８年３月29日

第３回 〃 昭和58年３月31日 第30回 〃 平成９年３月31日

第４回 〃 昭和59年３月31日 第31回 〃 平成10年３月20日

第５回 〃 昭和59年７月23日 第32回 〃 平成11年３月31日

第６回 〃 昭和60年３月30日 第33回 〃 平成11年６月24日

第７回 〃 昭和61年３月31日 第34回 〃 平成11年８月４日

第８回 〃 昭和62年４月30日 第35回 〃 平成12年３月23日

第９回 〃 昭和63年１月26日 第36回 〃 平成13年４月３日

第10回 〃 昭和63年12月26日 第37回 〃 平成13年７月９日

第11回 〃 平成元年３月31日 第38回 〃 平成14年３月26日

第12回 〃 平成元年６月26日 第39回 〃 平成15年１月16日

第13回 〃 平成元年10月６日 第40回 〃 平成15年３月11日

第14回 〃 平成２年３月31日 第41回 〃 平成16年３月30日

第15回 〃 平成２年９月26日 第42回 〃 平成17年３月16日

第16回 〃 平成３年２月４日 第43回 〃 平成18年３月22日

第17回 〃 平成３年３月30日 第44回 〃 平成19年３月16日

第18回 〃 平成４年３月31日 第45回 〃 平成19年６月14日

第19回 〃 平成５年３月23日 第46回 〃 平成21年３月16日

第20回 〃 平成５年３月31日 第47回 〃 平成21年７月31日

第21回 〃 平成５年５月13日 第48回 〃 平成21年９月29日

第22回 〃 平成６年４月26日 第49回 〃 平成22年３月１日

第23回 〃 平成６年６月13日 第50回 〃 平成22年７月21日

第24回 〃 平成６年８月22日 第51回 〃 平成22年11月10日

第2 5回 〃 平成７年２月20日 第52回 〃 平成24年３月２日


